



































































































































































































































































一番観察していたのは何ですか。 １日目 ２日目 ３日目 ４日目
生徒の様子 ６名 １名 ２名 ６名
教師の様子 ０ ２名 ０ ０
授業の流れ ２名 ４名 ３名 ０
授業目標と実際 ２名 ３名 ６名 ０





















































































































































































徴として、現場でより使いやすいように JF Can−doを提供、更にMy Can−doの作成を推奨し
ている。「観察型教師研修」では、今回一部教師に自分で実際に Can−doを作成し、授業をす
るよう依頼した。それによって、参加者が授業のデザインに主体的に関わる意識が生まれるこ
とを狙った。また、参加教師には生徒のポートフォリオに対し毎日コメントを書いてもらい、
対話のツールとしてのポートフォリオを実際に体験してもらうことを狙いその効果を得た。主
体的な授業デザインとポートフォリオの活用は JFスタンダードを利用した研修の特徴と言う
ことができる。
第二に、研修方法の違いである。「全国研修」は参加人数が多く、中心となるのは座学であ
る。春季研修では現地の中学・高校を訪問し、日本語授業の見学と授業検討会を行っているが、
春季研修での授業見学で授業を受けるのは自身の生徒ではなく受け入れ校の生徒である。「全
国研修」では教師の気づきに関するデータを集めていないが、研修後に実施した参加者アンケ
ートの自由記述を見ると、「先生の模擬授業が素晴らしかった」「先生方の授業を見学して参
考になった」など、観察型研修の視点「教師」に類似したコメントが現れる一方で、「生徒」
に関する記述は全く見られなかった。このような参加者の視点の相違が三点目として挙げられ
る。違いが現れた理由については「全国研修」のデータの収集とともに更なる分析が必要では
あるが、授業に参加しているのが自身の生徒であるかどうかが関わっていることが推測される。
第四に、参加者の学校のある地域の特性の相違がある。東北三省及び内蒙古自治区では大学
受験科目として日本語を勉強する生徒が多く、学校での指導も語彙や文法学習を中心とした暗
記学習に偏りがちである。暗記中心の授業を行い、かつ諸事情から「全国研修」への参加が困
難なこれら地域の教師を対象に、生徒が実際に日本語を使って「何かができる」ことを直接観
察する同研修は、一定の意義を果たすものと考える。
以上、「観察型教師研修」の特徴を「全国研修」との比較から検討したが、全国研修は人民
教育出版社との共催であり、「観察型教師研修」が北京日本文化センターの主催であるという
点は根本的違いである。これらの相違点を活かしつつ、補完的にあるいは相乗効果が図れる研
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修システムを作ることが今後の課題となるだろう。
図６ 「全国中等教育日本語教師研修」と「観察型教師研修」
６．まとめ
以上、北京日本文化センターにて実施した「観察型教師研修」の概要紹介及びそこから見え
た教師の気づきについての報告を行った。観察型研修においてはその視点と分析レベルから、
教師が生徒の学びや成長に強く注目し、今までの授業について振り返り、改善事項を確認する
など、教師の学びが強く促されていることがわかった。まだデータが少なく、その効果につい
ては更なる分析が必要であるものの、タスクに臨む自分の生徒を観察し、またポートフォリオ
の活用に主体的に参加した経験が、教師の気づきに対して一定の効果をあげたと考えられる。
中国の中等日本語教師研修の全体像について考えると、従来の「全国研修」は自由参加であ
り、毎回の内容やシステムに段階性がないことが課題として挙がっていた。今回、「観察型教
師研修」と従来の「全国研修」との比較を基準・方法・視点・参加者・主催の五点から検討し
たが、今後は各研修の特徴を生かし、地域や参加者、内容を系統立てて実施していくことで、
相乗効果を図ることが期待される。「観察型教師研修」の参加者は、現在、東北三省と内蒙古
自治区という特定の地域限定であるが、その効果と必要性次第では、違う形への移行も考えら
れる。それぞれの研修の効果を確認しつつ特徴と必要性を整理し、研修システムを考えていく
ことが必要であると考える。
〔注〕
（１）中国の課程標準は国が定めた教育課程の基準である。義務教育課程及び高級中学（日本の高校に当たる）
中国中等教育日本語教師研修における観察型教師研修の意義
－１１３－
の何れについても制定され、各教科の目的や内容等が記されている。外国語科目としての日本語は英語・
ロシア語と並び教育課程に位置づけられており、「義務教育 日語課程標準」及び「普通高中 日語課
程標準」が作成されている。
（２）東北三省への青年教師及びジュニア専門家（当時の呼称）派遣は２００１年から実施されていた。現在は派
遣されていない。
（３）参加者の学習歴の内訳は東北３省の参加者は約４年半、内蒙古自治区の参加者は約１年半で、日本語の
レベルは JFスタンダードＡ２－Ｂ１程度。参加校の選定については各省の教研員に依頼。なお、教研員
は各地域の中等教育機関の日本語教師の指導的役割を果たしている。
（４）参加者の日本語学習歴の平均からレベルをＡ２－Ｂ１と設定し、CEFR、JFスタンダードの Can−doの記
述を基にして作成し、さらに学習者がわかりやすいように書き換えた。
（５）目標 Can−doを教師に意識してもらうため、プロジェクトワークの具体的な成果物であるアンケートに
ついては、教師は生徒の振り返りシートにコメントを書くだけでなく、教師評価も行った。日本人学校
訪問については、各活動場所が分かれており、教師は自校の生徒の様子だけを観察することは難しいた
め、個々の目標 Can−doではなく、日本人学校訪問全体を評価した。
（６）各作業にも観察すべき面があり、本研修では調べ学習などの冒頭部を観察してから別室に移るなどの配
慮はしたが、どの時間で振り返りディスカッションを行うかは工夫が必要である。
（７）事後レポートは自由記述でＡ４用紙１枚以内、〆切は実施１か月以内、中国語でも日本語でも可とした。
（８）（成績の）は、筆者の解釈。後ろに「そんな生徒が学校を出て社会に入るとき、どうなるか心配です」
と続く。
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